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Abstract 

 
A large gastropod shell, Hemifusus crassicauda (Philippi) (Caenogastropoda, Melongenidae), has 
been collected from the middle Pleistocene Ogushi Formation (marine oxygen isotope stage 7: 250 to 
230 ka) in Itsuwa-machi, Amakusa City, Kumamoto Prefecture, southwest Japan. Crassostrea gigas 
attached to be inner aperture of the present specimen and Spirorbidae gen. et sp. indet. also attached 
its shell surface of apertural side.  
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1. はじめに 
 

熊本県天草市五和町に分布する更新統小串

層からは，これまでに貝類をはじめとする非常に

多くの化石が報告されている（鵜飼ほか , 2010; 
Ando et al., 2015; 大江ほか, 2020 など）．鵜飼ほ
か（2010）が産出する貝類化石を報告した後，筆
者は同層から殻高 20 cm を超える Hemifusus 
crassicauda (Philippi, 1849)（オニニシ）を 1 個体
採取した（Fig. 1）．筆者の知る限り更新世以前に
おける同種の化石記録はなく（ただし，Yokoyama
（1926）が Hemifusus tarnatanus (Gmelin) として
図示した標本は本種の可能性がある），あわせて

このような 10 cm を超える大型巻貝化石の報告は

少ないため資料の蓄積を目的として報告する．な

お，標本には MFM112548 を付与し瑞浪市化石
博物館に収蔵する． 
 

2. 産地 
 
標本は，熊本県天草市五和町の水田脇の水路

に露出する層厚 1 mほどの小串層から採取された．
本層についてはこれまでに詳細な研究がなされて

おり，産地をはじめとする標本を採取した露頭の情

報は鵜飼ほか（2010）や大江ほか（2020）に詳細な
記述がなされている．なお，河野ほか（2011）や大江
ほか（2020）により本層は外洋水の影響のある水深
10 m 前後の内湾中央部～沿岸の泥底環境が推定
されている． 



瑞浪市化石博物館研究報告 第 48号 （Bulletin of the Mizunami Fossil Museum, no. 48） 

 

 

 

Fig. 1. Hemifusus crassicauda (Philippi, 1849), MFM112548. A, upper view; B, apertural view; 
C, dorsal view; D, close-up of aperture, red arrows indicate oyster Crassostrea gigas attached; E, 
close-up of fig. 1A; F, close-up of fig. 1E. Green arrows indicate ragworm Spirorbidae gen. et sp. 
indet. attached.  
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3. 採取した Hemifusus crassicaudaについて 
 

採取した標本は，殻頂を欠くが殻高 21.7 cm，殻
径 13.1 cmと非常に大きい．その特徴は奥谷（2017）
がHemifusus crassicaudaとして図示および記載した
標本と一致し，螺層の肩はよく張り出し，肩の棘は

大きく体層の棘は 8 本である（Figs. 1A–C）．なお，
Hemifusus 属の分類について，本論では Oyama
（1978）や奥谷（2017）のような従来の分類に従い
Hemifusus tuba (Gmelin)（テングニシ）と H. crassi-
caudaを別種として扱うが，H. crassicaudaはH. tuba
の種内変異とする指摘もある（福田・久保, 2020 な
ど）．また，吉良（1972）は本種を H. tubaの波浪高き
外洋型と考察しているが，小串層は前述のとおり外

洋水の影響下で堆積しており，生息場の違いが殻

形態に影響しているのかもしれない． 
殻口の内部には堆積物が充填していたが，除去

したところ内面に殻長 1–2 cmの Crassostrea gigas 
(Thunberg) （ マ ガキ ） の付着が確認された ．

Crassostrea gigas は堆積物除去時に脱落したもの
を含め，殻口入り口から 5 cm奥まで 6個体が付着し
ている（Fig. 1D）．また，殻口側の螺層に 1–4 mmほ
どの大きさの多毛類であるウズマキゴカイ科の付着

が見られる（Figs. 1E, 1F）．Crassostrea gigasや多毛
類の付着状態から，これらはMFM112548の死後に
付着し，殻表や殻口内部で生活していた可能性が

高い．また前述の生物の付着は殻口側のみ見られ

たことから，本標本は死後殻口を海中に向けた状態

で海底に鎮座し，堆積物が殻口に流入するまで C. 
gigasは生存していたと考えられる． 
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